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/例会報告f
*'またる観察会. . . 6}ヲiti fj、今年で三度目となりましたO

参加者の感想、は')・・ P.2

• 7月 14 El、予定・していた山ノ内自然観察会

が雨で中止。絵手紙教室を!掃きました。P.3》ぷ;工ふ
~今、主fzJの自然は? .・見てある記 n
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u新聞記事にみつけた身近に桟る員長な自然

古語信前のゴミ分別収集について

立会員の“こんなことしています"

• P， 0 
• p 11 

朗読(奇声訳〉奉仕

間同平成義塾iこ行ってきました。
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大iヨ形毅史/水彩画展

古今後の予定-

J今後の予定グ
女 9 月 29日(月)、午後 7 時~8 時 30 分、
文明のよ控を旅して"スライドとお話しの会

立n然観察会 。野原でよ己虫採張 。扶のi盟が峰探訪
参加ご希望の}jはおmn，合わせを;手己つ三

皆さま、夏休みはいかがでしたか?八月は例会もお休みでし允。

今は運動会真っ議り。学校にiliく暮らして、一年間の行事が四季そ

れぞれに青と共に韻こえなかなか良いものです。利くは何か新しいこ

とを始める好機だと常々考えていますp ガウテ、イいわく、 f寸べて

はもう創造されぐいる。発えのみが我々の仕事である。 J

さて、 {uJを常見しましょうか。

趨陣個勝喝.窃回国@醐噛
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;t， ~中自然観察会 日時 6月14 II 

場所副柳原泉

(土)午後5時半~

隔年位の割合で、小野谷にホタルを見に行「ていた我が家G 町内でホタルが観察できる

と聞いて、行かないわけがない。まずj，gIJj京泉に集合。T-タルが見られるまで、、ま f三時間が

あるため、子供達は自形さんにススキの葉つばを捷って遊んで貰ったり、大人たちは雑談

したり、……。

そのうち、三ケ村泉にも寄ってみようということになった。のんびりとそぞろ歩きゃし

ながら子供述の無邪気な会話に瓦ーを傾けた。そう言えば、ここしはらく、このようにゆっ

たりした気持らで子供述に接していなかったことに気付き、少し反省した。道すがら、今

まで知らなかった車や木の名前もいくつか教わったりした。

三ケ村泉に到着。い勺衆ても、ここは心が洗われる O 子供達は喜んでJ誌の水に逗を浸し

ていたO ところが、鮮やかな緋色の魚が--I!.!: 泳 ç\~t!おり、そのことをめぐって、自然保護

の在り方について、自形さんからお話を伺ったO 池や泉に鯉などを放すと、その鯉と自然

との価値が逆転してしまう是ミれがあるとのこと。 なるほどな、 と思った。 やはり、 もとも

とそこに存在しなかったものを人為的に持ってくる色ば考えものだ。

その後、柳原泉に震る。いよいよホタルが見られるかと思うと、この年になってもワク

ワクする O いた、いた。しかも、直ぐ掴まえられて、手に取って観察できるのが員し」オ

スとメスの見分政方や、光り jゴのことなども教わり、興味深かった。これまでは、ただホ

タルの光の美しさのみ楽しんでいたが、そこに理科的な知識が少し加わるだけで、見方に

幅ができる O ホタルには、人を、その魂の根源に帰するような力(少しオーバーかな)が

あるらしい O すっかり童心に帰り、時を忘れた。

また、夜行性の魚も見だよ昼は、石の下に隠れており、夜になると出てきて、他の魚を

食べるそうだ。こんな小さな泉の中にも、生きものの循環があり、一つの「自然、jが形成

されていることを改ためて思った。

子供達も本当lε楽しかったのだろう O その証拠に、 その夜、家へ帰るなり、めずらしく

机に向かっている。 「今日のことを臼記に書いとかなくちゃ o J と言いながら、 ノートに

びっしりと、観察会のことを害いているのだった。

以下、その抜粋です。
(E. K) 

今日は、とても楽しかったです。それは、自形さんという人とー絡に、ホタルを 5時半

から 8 時半まで観察できたか f"~ アす。自形さんはν とてもやさしかったです O ハッパをび

ゅっととはすあそび、もおし点てくてました。 きくちさんとも、 なかよくなれてよかったで

す。ホタルを昆たのは、柳原泉というところです。ホタルがとてもきれいでした。い「ば

いとれましたが元 L)~ じゃうーと jまったj}jではな L せあげました。
来年も、また行きたいですの

之
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7 月の例会が、台Ji~の為に変更になり会員告で絵てがみ入門講座が関

かれました。

絵ごころ的ある人とない人とでは、スタート時点から完成作品に差が

ある事を恐れながらも、講師の指導の下、講~がはじまりました。

1枚目は、「一筆がきの要領で描きましょう。」と教わり、一気に“なす

び"を仕上げました石墨と色と*の組み合わせと分量で、すずしげな色

合いや、まさにナスピ色の“なすび"のできあがりです。自己評価をする

と、練習用紙の上で描いた“なすび"辻、のびのび育った出来栄えにな

りましたが、ハガキに描いた完成作品は、おどおどして見えました。何

事でも、練習はうま〈いくけれど、本番に弱い性格が絵てがみにも現れ

ているなあと

2枚自iは孟、縁どりを描いてから色つけをする方法で、割り箸を使って

縁をとり、“かぼちゃ"を描きました。

「ごつごつした感じをだすと味がでる

から。 jという助言で、つぎつぎに個

性豊かな“かぼちゃ"のできあがりです。

でこぼこが多くて、スーパーでは、売れ

残りそうな“かぼちゃ"の方が元気があ

ります。

初めての絵てがみ事路島でしたが、 2枚

の完成作品をどうしょうかと考えていま

す。ナスビ色の“なすび"は、軟なすの時

期まで待った方がよりおいしそうに見え

るかもしれないとか、最近、運動不足と

中年太りぎみの知人に“かぼちゃ"。絵は、

失礼にならないかしらとか。

実力以上の絵が描けることを望まず、

むしろ、樋性満開の絵で、元気が届けら

れたら、私の絵てがみ入門は大成功です。
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温
泉
郡
重
信
町
の
血
ケ
嶺
か
ら
風
穴
周
辺
に
か
け
て
の
一
帯
の
チ
ョ
ウ
な
ど

の
昆
虫
類
が
、
種
類
・
生
息
数
と
も
一
ニ
十
年
前
と
比
較
し
て
激
減
し
て
い
る
こ

と
が
、
松
山
淡
水
ベ
ン
ト
ス
研
究
所
の
桑
田
一
男
所
長
(
六
五
)
の
調
査
で
分
か
っ

た。

チョウ種類30年で半減

え
岱

松
山
の
桑
田
さ
ん
調
査

か
つ
て
昆
虫
の
宝
庫
と
い
わ

れ
た
同
地
域
の
生
物
相
激
変

は
、
道
路
建
設
な
ど
で
環
境
破

壊
が
進
ん
で
い
る
こ
と
ら
裏
付

け
る
結
果
と
な
っ
た
。

墨
田
さ
ん
は
一
九
五
0
年
代

に
毎
年
、
七
月
か
ら
八
月
に
か

げ
て
、
チ
ョ
ウ
類
を
中
心
に
同

一.
R、可 r

" 

1950年代に血ケ嶺で見られたチョウ。
オオウラギンヒョウモン(右上)は、

いまでは絶滅した

地
域
周
辺
を
綿
密
に
調
査
。
い

ま
で
は
県
内
で
絶
滅
し
た
と
い

わ
れ
る
オ
オ
ウ
ラ
ギ
ン
ヒ
ョ
ウ

モ
ン
を
は
じ
め
、
ミ
ヤ
マ
カ
ラ

ス
シ
ジ
ミ
や
ス
ジ
ボ
ソ
ヤ
マ
キ

チ
ョ
ウ
な
ど
十
九
種
類
の
チ
ョ

ウ
を
確
認
し
て
い
た
。
♂

こ
の
デ
1
タ
と
出
較
す
る
た
一

め
、
今
年
は
七
月
に
入
っ
て
一

か
ら
三
回
、
現
地
調
査
を
実
施
。
一

そ
の
結
果
、
確
認
で
き
た
チ
ヨ
一

ウ
は
、
わ
ず
か
九
種
類
に
半

減
し
て
い
た
。
ま
た
、
今
年
確

認
で
き
た
ア
オ
ス
ジ
ア
ゲ
ハ
一

や
ツ
マ
グ
ロ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
な
一

ど
は
平
野
部
で
も
見
か
け
る
種
一

類
で
、
山
間
地
独
自
の
チ
ョ
一

ウ
が
一
見
ら
れ
な
く
J

な
っ
て
い
一

た

。

一

同
地
域
は
、
f

新
種
と
し
て
発
一

見
さ
れ
話
題
を
呼
ん
だ
べ
一
一
モ
一

ン
ガ
ラ
ス
シ
ジ
ミ
の
産
地
と
し
一

九
て
知
ら
れ
る
が
、
同
穫
を
含
め
一

見
ら
れ
な
く
な
っ
た
昆
虫
は
多
一

数
に
上
る
。
器
時
間
さ
ん
は
「
道
一

路
関
連
の
影
響
も
あ
る
の
か
、
一

平
地
と
同
じ
種
類
し
か
見
ら
れ
一

な
い
。
全
国
的
に
環
境
悪
化
が
一

進
ん
で
い
る
が
、
風
穴
も
そ
の
一

典
型
に
な
っ
た
」
と
指
摘
し
て
一

い
る
c

牛
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種
)
の
大
群
の
莞
し
さ
に
感
激
、

「
生
物
は
平
和
の
象
徴
だ
」
と

は
難
し
い
が
「
石
手
川
の
歴
史
一
直
感
し
た
か
ら
っ

を
探
る
石
こ
ろ
麗
」
「
世
界
の
一
半
世
紀
を
経
過
し
て
念
願
を

仏
一
刀
ブ
ト
ム
シ
罷
」
な
ど
年
六
回
一
実
現
す
る
楠
さ
ん
は
「
乱
開

株
一
程
度
の
企
画
農
を
開
く
計
画
一
発
で
絶
滅
す
る
種
が
あ
る
3

5
一
で
、
在
宅
時
に
は
観
覧
に
応
じ
一
地
球
は
人
間
だ
け
の
も
の
で

範

一

た

い

考

え

。

一

は

な

い

。

特

に

子

供

た

宅

に

建
一
楠
さ
ん
が
本
格
的
収
集
を
始
一
見
て
も
ら
い
自
然
の
大
切
さ

鶴
一
め
た
の
は
、
学
芸
員
や
館
長
補
↑
を
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
し
て
い

糊

一

佐

な

ど

を

務

め

た

県

立

博

物

館

一

る

。

一

揖

士

乞

昭

和

五

十

五

年

に

退

職

し

て

一

-

縦
一
か
ら
。
自
宅
を
南
臼
杢
忠
告
人
一

一
研
究
所
と
し
、
南
方
か
ら
日
本

一
に
来
た
昆
虫
の
ル
l
ツ
や
、
地

一
山
平
野
の
昆
虫
の
変
遷
な
ど
を

一
独
力
で
研
究
し
て
い
る
。
資
料

一
は
自
宅
裏
の
別
棟
に
収
蔵
し
て

一
い
た
が
手
狭
に
な
り
「
元
気
な

一
う
ち
に
、
き
ち
ん
と
整
理
・
保

一
管
で
き
る
施
設
が
ほ
し
か
っ

一
た
」
。
道
路
計
画
に
伴
っ
て
由

一
宅
の
建
て
替
え
が
必
要
に
な
つ

も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
図
鑑
で
一
一
た
こ
と
も
あ
り
、
建
設
を
思
い

紹
介
さ
れ
て
い
る
毘
虫
は
大
部
一

E
っ
と
。

分
を
集
め
、
南
西
諸
島
の
昆
虫
一

7

7

一
子
供
の
こ
ろ
か
ら
昆
虫
好
き
一

が
多
い
の
も
特
徴
。
開
発
に
よ
ア一
た
楕
さ
ん
が
、
博
物
館
建

り
累
内
で
は
採
取
困
難
に
た
っ
一
一
設
を
夢
見
た
の
は
終
戦
直
後
。
一

司

化

石

も

あ

る

。

一

一
一
佐
世
保
の
海
軍
工
販
(
し
よ
う
と

建

物

は

鉄

骨

三

階

建

て

で

一

一

一

一
に
勤
務
し
、
終
戦
で
松
山
に
帰
一

階

が

住

居

。

二

階

が

展

示

室

・

一

一

一
省
。
原
壌
で
惨
た
ん
た
る
状
態
一

事

務

室

、

一

ニ

賠

が

資

料

室

で

両

一

一

一
の
広
島
や
焼
け
野
原
の
松
山
を
一

階
合
わ
せ
百
三
十
五
平
方

M
。

一

一

一
見
た
後
、
石
鎚
山
で
出
合
っ
た
一

運
営
資
金
が
乏
し
く
常
時
公
開
一

7
T
二
r
f
e
7
2
ヨ
7

〉
-
一

公立施設も脱帽
一
松
山
市
新
石
手
の
自
然
研
究

一
家
・
楠
博
幸
さ
ん
(
七
五
)
が
、
長

一
年
収
集
し
た
毘
虫
や
員
、
岩
石

一
な
ど
の
標
本
三
十
二
万
点
を
収

一
蔵
・
畏
一
示
す
る
M

私
設
薄
物
館
M

一
を
同
所
に
建
設
す
る
。
近
く
誼
百

一
工
、
十
月
完
成
の
予
定
で
、
企

↑
一
回
展
な
ど
を
開
き
随
時
公
開
す

一
る
。
楠
さ
ん
は
{
五
十
年
来
の

一
一
歩
が
か
な
う
。
麗
一
ポ
を
日
比
て
白

↑
然
の
豊
か
さ
を
知
っ
て
ほ
し

い
」
と
話
し
て
い
る
c

標
本
は
昆
虫
、
員
な
ど
の
海

洋
生
物
が
各
十
五
万
点
、
岩
石

・
化
石
と
植
物
が
各
一
万
点
。

沼
町
内
で
は
愛
媛
大
農
学
部
が
約

百
十
五
万
点
(
毘
虫
)
を
所
蔵

し
て
い
る
が
、
公
開
施
設
の
標

本
数
で
は
県
立
博
物
舘
の
約
十

六
万
点
、
面
向
山
岳
博
物
館
の

約
四
万
点
な
ど
と
比
べ
群
を
寂

く
。
楠
さ
ん
自
身
が
探
集
し
た

議ふさ~.~益事総蕗
~ι 
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匹

一
東
宇
和
郡
野
村
町
前
石
の
無

職
佐
竹
広
数
さ
ん
(
六
♀
が
先
ご

ろ
、
県
内
で
急
激
に
減
少
し
て

い
る
水
生
昆
虫
・
ガ
ム
シ
を
一
崎

町
内
で
見
つ
け
た
コ
町
内
で
な
、

ぽ
ぽ
同
時
期
に
み
U

う
一
一
世
依
見

つ
か
っ
て
お
り
一
ま
だ
豊
か
な

自
慌
が
残
っ
て
い
る
証
拠
一
と

関
保
者
本
一
喜
ば
せ
て
い
る
ニ

ガ
ム
シ
は
、
ガ
ム
シ
斜
の
水

生
毘
虫
で
、
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
に
似

た
ほ
型
3

全
長
約
四
号
に
達
す

る
大
型
昆
虫
だ
が
、
最
近
で
ほ

水
質
汚
染
な
ど
の
環
境
悪
化
の

た
め
、
県
内
で
は
め
っ
た
に
完

ら
れ
な
く
な
っ
て
い
た
っ

佐
竹
さ
ん
が
近
所
の
田
の
排

水
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
水
た

ま
り
に
い
た
見
慣
れ
な
い
毘
虫

を
発
見
。
町
役
場
に
持
ち
込
ん

で
調
べ
た
結
果
、
ガ
ム
シ
で
、
お

る
こ
と
が
判
明
し
た
ご
役
場
に

は
そ
の
後
、
も
う
一
一
個
保
ガ
ム

シ
が
持
ち
込
ま
れ
た
3

水
生
昆
虫
に
詳
し
い
松
山
淡

水
ベ
ン
ト
ス
研
究
所
の
桑
田
一

男
所
長
は
「
山
手
の
自
然
が
残

っ
て
い
る
池
で
た
ま
に
見
つ
か

ず

Q
o

県
内
で
は
、
も
う
平
野
部

の
池
で
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な

く
な
っ
た
」
と
話
し
て
い
る
コ

ぢ



重量f言回TO:::>自突きさ雀見舞客

黒雲寺竜:指先生にいただいた資料を握りしめて，まずは黒竜へ行ってみた。錯装されて

いない山道を歩くのは気持ちがいい。植物の種類が豊富ですと商いていたが私の知っている

のは柿の木と訟の木くらいなものj柏は皆同じに見える。足元には晃壊れたクズ古渡ってい

るし，見渡すところ普通の景色だ。誌の〈一般教養の〉貧しさを再認識す号。でも，今日

は資料もあることだしと患って気を取り査し，まずはハルニレ

をきがす。特徴のひとつは「二重きょ歯Jつまり葉の周辺のギ

ザギザが二重〈複式〉記なっていることだ。 rニジユウキヨシJ
rニジュウキヨシiとつぶやきながら棄を見ているうちにそれ
らしい葉を見つける。 うん，うん，確か立葉のギザギザが二

重になっている。 見上げると，さわやかな感じのする淡い緑

色の葉が空をおおっている。皮の裂け目を触ってみるとヌルヌ

ルしている。ハルニレとは思うけれどもいま一つ自信がない。

?来年の花の時期むこ来て確かめることにする。悠長な気持ちに我

ながら感心する。婦りかけると，大型のアゲハチョウがひらひ

ら飛んで来た。羽が膏緑色に輝いている。ミヤマカラスアゲハ

だ。私がいても気にす石ふうもなく，水の涜れのそばに羽を休

め氷を飲みはじめた。たたずんでそれを跳めていると，私も景

色の一部になっていくような気がした。

カ3 す'-.d;み Gコ裂宗乏~~富:アキニレを知りたいと患っていると，慢祭、重信)11のJI療
にある「かすみの森公園Jに、自然林のあることがわかった。何のことはない，自形さんの

握った写真が重宮町の町勢要覧に載っているというので，買って読んでいたら，そこに書い

てあったのだ。皐速行ってみたら立派なアキニレの樟があって，うれしかった。やはりカワ

ラケヤキと 呼iまれるだけある。ここはアキニレにとって最避の場所だ。この秋に花の咲く

のを楽しみにして，仕事の帰り道に時々寄ってい否。

三三カ，~;.t;寸身ミ:椙変わらずきれいな水。以前

来たときに金魚すくいで泳いでいるあのヒプナが

一匹いて気になっていたのだけど，今日は晃えな

かった。周囲のゴミも減っていて「ごみを捨てて

はいけません」の看板が頼もしく見える。龍沢東

lこも同じ看板を立てられないかしらと思う。私遣

にできる範留で。

j 



.rm.カ，~!1嘩 :6月の終わり頃，人

に誘われて皿が峰に登った@ここで

は、多〈の樹木に名キしがかかってい

て名前を知るのには痩利だ。函鑑を

片手に，蓄が痛くなるほど木々を

見上げては， 3人でああだこうだ言い

ながら歩いた。おかげでコナラ，ミ

ズナラ，プナ，ケヤキ，の克分けが

つ.くようにな‘った。と思っていたの

に平地に捧りてきたとたん，そのあ

たりの庭木までがプナやミズナラに

晃えてきてわけが分からなくなった。

重量f言宙Iはエノキの産地だと書いてあった。エノキだけでも，オオムラサキ，ゴマダ
ラチョウ，ヒオドシチョウ，チングチョウなどの蝶類がつくらしい。どんな木だろう?rエ
ノキ，エノキ・・・ Jと患っていたら，菌道11号線の街路嶺に撞えであった。信号待ちで

止まっている時に，ひょいと外を見たら，自の前の木に「エノキ」の名札がかかっていたの

だ。驚いた。後日 緑化センターに行って詳し，く晃てきた。樹皮はゾウの腕のよう，葉は基

部が左右不揃い，きょ歯は先半分だけ，知ってみると確かに重信町内いた弓ところにはえて

い否。空き地にも，学校にも，神社にも，かすみの森公冨にも立派なエノキがあった。

もう一つ気になる木がある。 rキハダJだ。アルカロイドという成分を含むので，ミヤマ
カラスアゲハなど5-6種類のアガハチョウがつくらしい。薬用植物でもある。黒滝では克
つけることができなかった。わが家では¥-;fi車先生lこいただいた苗木が20センチ留になって

い吾が「キハダJとしてのイメージはまだない。緑化セシターで見たキハダは柔らかな緑色

の葉をしており，なによりも樹皮の内部が晃事な黄色だった。

前回の井戸端便りで紹介した蝶の好む花、巨尺バーベナ.1 -"'4ミ

と「プットリアJをわが家の庭に植えてみた。すると花の時

期には何種類かの蝶を見ることができた。
fI'. 

黒滝で出会ったサカハチチョウや 皿が峰で見たおしゃれな

蝶アサギマダラ，そして葉緑素を持たないロウ細工のような援物

ギンリョウソウなど，歩けば歩くほどこの土地の豊かさを惑じる。

ど1<)



-f重吉町の分吾11~言葉について」

去る 8月 17 Bに重信町露棄物処理検討委員会が露かれました。

今回は、主iこ不壊物の分間i眠薬について意見を述べ合いました。

品d‘ー-
H噌畠剛

一一一

去年 8月に発足したこの委員会でも、当初からゴミの再費捺イヒの早期開始を望む

声は上っていました。去年 12月に町指定ゴミ袋を導入してゴミの分別及び減量

化を推し進める際にも、不様物分}Jlj収集を同時に識底した方が良いという意見が

でました。

しかし、町民にゴミに対する意識を高めてもらう事j)-i.最聾先で、できるだけ混乱

を避ける為、まず半透明のゴミ袋を導入し、可儲ゴミを見藍す事から始めた方が

いいという事になったのです。

8Fiの広報に、ゴミ iこついてのアンケート結果が載せてありました。

この結果を見る躍りでは、分別収集に町民の協力は得られると考えられます。

また、ー 8月から半年間、横河原と田窪田地を分別収集モデル地区として、分百11収

集のあり方を検討していくことになっています。

ダ分のところ検討課題は、

本不愚物の分け方や出し方 *程大ゴミとの関連性

*日時 *違反ゴミの問題

*袋に関する問題

などですが、モデル事業開始後は新たな課題が増える事でしょう。

委員会では、モデル地区の報告を受けながら不謹物分割収集の課題を話合い、町

内実施に向け、さらに縮か芯問題点について意見を出し合うということまでは決

めています。

容器包装リサイクル法が制定され、ベットボトルやガラス瓶を自治体が分別収集

し、容器・飲料メーカーに再商品化するよう義務づけられましたが、東京都と政

令指定都市の靖撮事業部門でつくられている 13大都市清掃事業協議会では、

「自治体の負担が大き過ぎる上と留に対してこの制定の見直しをもとめています

冨への要望は、自治体と事業者の責在分担の見直しと、国の補助金を要求する 2

点です。この補助金について大鹿市は、自治体の経費増に捕助金をというのは、

説金を襲う意味では同じでありゴミ発生抑制という点からいえば、負担を麗品

錨搭に含ませるべきだと措撞しています。

重信町もゴミ処理には、多くの町説を使っています。町が目指すゴミの再資語化

の中で最も費用がかかるのは、これから取り組もうとしている分割収集や中間処

理でしょう o 地球環境の保全と町説の有効使用を熟麗し、今後重信町はリサイク

jレ法の枠組みの中でどう対応していくべきかを、町議会でしっかり議論してもら

いたいと患います。 R.D. 

宮
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鉄鋼大手相次ぎ参入

N
K
Kは
昨
年
十
月
、
京
浜

製
鉄
所
(
川
崎
市
)
内
に
約
十

五
矯
円
を
か
げ
て
廃
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
高
炉
原
料
化
設
舗
を
完
成

し
た
。
フ
ィ
ル
ム
系
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
は
溶
融
し
、
由
形
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
は
破
砕
し
、
そ
れ
ぞ
れ

造
粒
す
る
。
こ
れ
を
高
炉
の
羽

口
か
ら
吹
き
込
む
と
、
原
料
の

コ
ー
ク
ス
の
代
わ
り
に
還
元
剤

と
し
て
利
用
で
き
る
。
処
理
能

力
は
年
間
三
万
J
ノ
で
、
今
年
中

に
は
フ
ル
操
業
体
制
に
な
り
そ

う
だ
と
い
う
。

新
日
本
製
鉄
は
今
年
四
月
、

一
一
一
井
物
産
な
ど
と
共
同
出
資

で
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
再
商
品

化
す
る
「
西
日
本
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
リ
サ
イ
ク
ル
」
(
北
九
州
市
)

を
設
立
し
た
。
一
九
九
八
年
度

初
め
を
め
ど
に
、
年
間
処
理
能

力
四
千
ゾ
規
模
の
再
処
理
工
場

を
約
十
五
憶
円
か
け
て
建
設
。

山
口
県
か
ら
九
州
、
沖
縄
県
を

中
心
に
、
分
別
収
集
さ
れ
た
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
を
加
工
し
て
、
繊

維
製
品
や
容
器
な
ど
の
原
料
と
一
既
に
全
国
数
カ
所
で
プ
ラ
ン
ト

し
て
供
給
す
る
計
画
だ
。
一
を
稼
働
さ
せ
て
い
る
。

川
崎
製
鉄
は
、
ご
み
の
由
形
一
あ
る
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
幹
部

燃
料
化
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
一
は
、
「
ま
だ
そ
ん
な
に
利
益
が

る
。
伊
藤
忠
商
事
な
ど
と
共
同
一
出
る
事
業
で
は
な
い
が
、
ご
み

で
「
日
本
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ネ
ジ
一
ピ
ヅ
ネ
ス
は
今
後
の
成
長
分

メ
ン
ト
」
(
東
京
)
を
設
立
。
一
野
。
た
と
え
利
益
が
薄
く
て
も
、

一
般
家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
、
一
環
境
問
題
に
真
剣
に
取
り
組
む

紙
、
衣
類
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
一
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
企
業
の

ど
を
選
別
・
酸
酔
し
、
乾
燥
さ
一
使
命
だ
」
と
話
し
て
い
る
。

せ
て
由
形
燃
料
に
成
形
す
る
。
一

一
L
」
な
ど
が
十
位
内
に
ラ
ン
ケ

環

境

に

優

し

い

自

動

車

ツ

ク

一

さ

れ

た

。
イ
通
一

ダ
イ
ハ
ツ
・
ク
オ
レ

2
位
ド
交
一
メ
ー
カ
ー
別
の
話
で
は

一
一
位
ア
ウ
デ
ィ
、
二
位
フ
ォ
パ
レ

門
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
ロ
日
共
一
ル
サ
・
エ
コ

1
・
0
」
。
六
位
一
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン

(
V
W
)
、
三

間
〕
ド
イ
ツ
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通
ク
ラ
ブ

(
V
一
に
は
ダ
イ
ハ
ツ
の
「
ム
!
ヴ
G
一
位
メ
ル
セ
デ
ス
・
ベ
ン
ツ
、
四

C
D
)
が
十
二
日
発
表
し
た
二

L
X」
が
入
っ
た
。
一
位
ポ
ル
シ
ェ
と
ド
イ
ツ
勢
が
上

九
九
七
年
度
の
「
環
境
に
優
し
一
小
型
車
部
門
で
は
、
本
田
技
一
位
を
占
め
た
。

い
自
動
車
ラ
ン
キ
ン
グ
」
の
総
一
研
工
業
の
「
シ
ビ
ッ
ク
1
・
5
一
ラ
ン
キ
ン
グ
は
二
百
車
種
余

合
部
門
で
、
ダ
イ
ハ
ツ
工
業
の
一

i
L
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が
一
位
と
な
っ
た
の
一
り
を
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象
に
、
排
ガ
ス
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な
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ク
オ
レ
G
L」
が
二
位
、
ス
一
を
は
じ
め
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
一
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
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同
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ラ

ズ
キ
の
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ト

1

6

G
一
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ト
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一
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は
「
全
体
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動
一
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y
一

L
S」
が
三
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と
日
本
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了

4
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L
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や
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一
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会朗読 U1rtF主子-UE〉一空21;v- 町 一~i12-
私と音声訳との出合いは、主主fJ町iこ転出-して知り合った友人宅で

の穴だらけの新聞からだった。汗戸Ef誠奉仕の為の切り抜きの穴だと

絹き、以前から読書は好きだったので、興味を持ったが、そのまま

数年が経ってしまった。

その後、たまたま彼女との誌が音声認のことに及び、毎年秋iこ採

の主催で;寺声訳奉仕員養成の為の講科会があることを知り、 1:人と

共iこ申し込み、土曜日の午後十Ejjにわたって講背を受けたn 発音、

アクセント、表やグラフの読み表し点、テープデッキの操作など一

通り講習が終了すると、継続できる人でグループを作り、グループ

活動。その後、能力iこ応じて独り立ちということになる。

銭高ーしたテープは、混雑覚障害者福祉センター内のテープライブ

ラリーに帰属する o 主人は、男性メンバーが少ないこともあり、と

ても歓迎されたが、仕事のため継続は無理で、講習後の活動はでき

なかった。私は二年間グループ、出動を続けたが、現在は長期休暇を

いただいている。

音声認と、いわゆる朗読との追いは、聞く人が自分なりの世界を

作れるよう、先入観を与えない為に、あまり感情を込めず、 「何も

足さず、何も引かず;を原則iこ、とにかく正確に読むことだと言う。

久々に緊張感を伴った楽しい時が持てたことが幸せだったし、また、

再開できることを楽しみにしている G

{O 



1ご:来ムましたの

~:y匝i門誌の地li新問主上主躍で

6.fJ 2 7日松山会場でありましたc

て輿昧があったので何か得たいと誌lt ¥出挽けました。

白一一均一 一一一~-，，-~~~，.一一一一一一一ー~
r一一一一一一一一一-.ーー

成義号室"

二年がかりで!3fift去され、

“田昌;--y 会行
そのi詑許制

トワーケにつ¥.，¥て手ッ品々、ゥfr，
dゾ、

どう守ればEH

など自然、LI l;， 
A、'1し、i経治、交通、i弓が活気のある土地iこなれるかを、

メトワ桟なながらネ〈ラ色々な視点で‘考えようという試みのぷうで

その現在の状態や問題点なークのとント拾得られませんでしたが、

もつ同県はパラパラに対Lむしており、つまり、どはよく解りました。

と詰し合う必要があり、 という市民レベ Jl/の議論』こならなければ。

在、i主が今Ji三えている日日記長はそのまそれでは、なんだ、ことでした。

さてこ

?が欲しくてでかけたの

と妙に納得しはしましたが、まi時iJ量的問題であったわけか、

れからその方法を考えなければ。

なんだか撮り出しに戻った心境です。
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山形さんの同界iこであし、

自形被史麗〒7宮H~山市東長戸4-2・28$ゾン安永401 TEL(089)925-3413 

こんなすてきな案内状をいただいたので、

;こ行ってきました山 いつもは久万町で反覧会をひらいているそうで、

事

f5 n ~1 、

みんなで行ってみませんか。

11 

I1itf、-..-r交はそちらにもf1"..)てみたいとj品川、ました。
.6...1白戸
J JJ仁、る日ころだそうで寸。
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不機ゴえのそデ IL-地区になりました大 ( 0 ) 

モ~T' ル地区になるにあたって事前 iこ説明会があったときの事、

8¥こは役場のJ11、lXの委員さんたちが勢描L王されている中、分別の

やり直しなど、ああでもない、こうでもないとにぎやか守した。袋

ゃう才け万など、まだまだ改善したはうがいいところも多い様にも起

fJJ 

ヒト 1)ゴト S8ブツブツ

大

ゴミをひとつでも減ら寸ことですネ。

持品
とiニもかくにも、えますが、

ー尽く)'0dな企画には金会J!はありま
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